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D 38 洗 剤 配 合 リ パ ー ゼ の 酵 素 分 解 挙 動 に 関 す る 基 礎 的 、 実 用 的 検 討
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【 目 的 】 最近 、 脂 質 分 解 酵 素 リ パ ー ゼ 配 合 洗 剤 が 開 発 さ れ汎 用 さ れて い る が 、 酵 素 自 身 の 特
質 、 酵 素 作 用 に 要 求 さ れ る 条 件 と 実 際 に 市 販 洗 剤 の 使 用 さ れ る 時 点 で の 洗 浄 条 件 を 考 え 合 わ

せ た と き 、 一 般 家 庭 洗 濯で は 酵 素 の 働 き が 十 分 発 揮 さ れ て い な い 可 能性 が 大 き い 。 そ こ で 、

Novo 社 か ら 提 供を 受 け た 市 販 洗 剤 配 合 用 リ パ ー ゼ（Fungal Lipase､Lipolase ）を 用 い 、 各 種
ト リ グ リ セリ ド に 対 す る 洗 浄 条 件 の 影 響を 基 礎的 見 地 か ら 検 討 を 行 う と 同 時 に 、 実 際 面 か ら

市 販 洗 剤 を 用い て の 家 庭 洗 濯 の 条 件下 で の 検 討 を 行 い 、 両 者 を 対 応 さ せ な が ら リ パ ー ゼ ・ 界

面 活 性 剤 複 合系 に 関 し て｡、 洗 濯 配 合 条 件 及 び 洗 濯 条 件 両 見 地 か ら で き る だ け 好 まし い 条 件 を

把 握 す る た め の 検 討 を 行 っ た 。

【 方 法】Lipolase の 基 質 とし て 各種ﾄ リヽ グ リ セ リ ド20m≪を 、 脱脂 処 理 し た 綿 布 に 付 着さ せて 用
い た。 洗 浄 効 率 の 判 定 は 洗 浄前 後 の汚 染 布 上 に 残 留 す る 脂質 をT  L  C  －F    I   D 法で 定 量し て 洗

浄 効 率 を 求 め た 。 ま ず 、 市販 の酵 素入 り 洗 剤 で 一 般 家 庭 洗 濯 の条 件 で の洗 浄 効 果を 把 握 し、 一

方 基 礎的 見 地 か ら 界 面 活 性剤 不 在 、 存 在 両 条 件 下 に お いてLipolase の 酵 素 反 応 に好 まし い 条 件
（270LU/m ≪   pH9 50 ℃）で60 分間 反 応 さ せ た後 種 々 の 条 件で 洗浄 し 、 こ こ で 得 ら れ た 結 果を タ ー ゲッ

ト と し て 実 際 的 見 地 か ら 得 ら れ た結 果 を そ れ に で き る だ けア プ ロ ーチ さ せ る た め の 検討 を 行 っ

た。 す な わ ち、 洗 浄 効果 を 支 配 す るリ パ ーゼ 活 性 値 の最 も妥 当 な 量 を 把 握 す る た め0.  5～300

LtJ/ni≪と 変え 、 そ れに 対 し てLAS,     AOS,    AEを 各 単 独 お よ び2 種 、3 種 の 異 な る混 合比 のも の を 添
加 し 、p  H  8～9 の ト リ ス 緩衝 液 、P  H  10～11 のKalthoff 緩 衝 液 をMedium と し た 洗 浄 液を 使用 し

て40 °Cで 予 浸 と 洗 浄、 又 は洗 浄 の み を 行 い 最 も 妥当 な条 件設 定 を 試 みた 。
【 結 果 】 基 礎 的 見 地 か ら の検 討 の 結 果 は 、 い ず れ のト リ グリ セ リ ド に お い て も 洗 浄 後は 高い 洗
浄 効 率 を 示 し、 ト リ ラ ウ リ ンが 最 も高 い 値を 示 七 た。 こ れに 対 し て 市 販 洗 剤を 用い て の 家 庭 洗

濯 で は 、30% 以 下 の 低 い 洗 浄 効 率し か 得 ら れ ず40 °C 30分 以 上 の 予 浸 か 必要 で あ るこ と が 示 さ れ

た 。 洗 濯 使 用 量 の 増 加 は 効果 が な く 表 示 通り25 ～309/30^ が 、 最 も良 好 な 結 果 を 与 え た 。 家 庭

洗 濯 に お け る10 分 程 度 の 洗浄 の 場 合 は 少 な く と も3LU/mS の活 性 値 が 要 求さ れ、 界面 活性 剤 に 関
し て はA  E の 混 合 比を 市 販洗 剤 の もの より 増 加さ せ る方 が 好 まし い 結 果を 示し た。


